
記
念
行
事
は
十
月
十
七
日

か
ら
三
日
間
行
わ
れ
、
多
彩

な
作
品
が
集
ま
っ
た
野
外
ア

ー
ト
展
を
は
じ
め
、
ポ
ニ
ー

ー
や
ウ
サ
ギ
な
ど
と
ふ
れ
あ

う
ミ
ニ
動
物
園
や
ハ
ン
カ
チ

絵
と
い
っ
た
盛
り
沢
山
の
イ

ベ
ン
ト
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

十
八
日
の
コ
ー
ラ
ス
に
続

い
て
十
九
日
に
も
里
山
音
楽

祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
鳥
羽

踊
り
保
存
会
和
太
鼓
部
の
勇

壮
な
響
き
、
木
之
子
中
学
校

吹
奏
楽
部
の
快
活
な
演
奏
、

井
原
メ
ル
ヘ
ン
ウ
イ
ン
ド
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
の
高
貴
な
調
べ

が
欅
の
杜
に
流
れ
る
な
か
、

関
係
者
は
内
外
か
ら
訪
れ
た

多
く
の
人
た
ち
と
共
に
十
周

年
を
祝
い
ま
し
た
。

２
０
０
８
国
際
交
流
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
ｉ
ｎ
い
ば
ら
が

十
一
月
二
日
、
井
原
駅
前
特

設
会
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
・
つ

ど
え
～
る
で
毎
月
二
回
、
火

曜
日
午
後
七
時
か
ら
の
日
本

語
教
室
で
学
習
を
し
て
い
る

メ
ン
バ
ー
ら
は
、
七
カ
国
の

テ
ン
ト
で
得
意
の
母
国
料
理

な
ど
を
作
っ
て
Ｐ
Ｒ
販
売
し

ま
し
た
。

同
教
室
で
指
導
に
当
た
っ

て
い
る
宮
本
幸
枝
代
表
は
、

「
今
回
で
十
三
回
目
。
国
際

社
会
に
対
す
る
正
し
い
理

解
、

食

を
通
し
て
地

域
の
方
々
と
の
交
流
を
図
る

こ
と
が
目
的
で
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

市
民
活
動
が
盛
ん
な
ま
ち

の
拠
点
を
視
察
し
、
井
原
市

内
の
団
体
に
も
伝
え
よ
う
と

十
月
十
二
日
、
つ
ど
え
～
る

の
指
定
管
理
者
で
あ
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
市
民
交
流
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
井
原
の
十
人
が
愛
媛
県

新
居
浜
市
の
協
働
オ
フ
ィ
ス

を
訪
れ
ま
し
た
。

同
オ
フ
ィ
ス
の
管
理
運
営

は
、
に
い
は
ま
市
民
企
画
ノ

ポ
ッ
ク
が
当
た
っ
て
お
り
、

一
般
市
民
や
企
業
の
グ
ル
ー

プ
な
ど
約
百
六
十
団
体
が
登

録
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
た
情
報
伝
達
に
長
け
、

団
体
紹
介
番
組
を
自
ら
製
作

し
、
地
元
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

で
放
映
す
る
な
ど
の
斬
新
な

取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
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井 原 市 市 民 活 動 セ ン タ ー

715-0019 井原市井原町352-1

℡0866-62-9090（FAX兼）

www.ibara.ne.jp/~katudou/

E-mail:katudou@ibara.ne.jp

編集／ＮＰＯ法人市民交流

ネ ッ ト ワ ー ク 井 原

協力 ／ 井原市社会福祉協議会 井原放送㈱ 中国新聞井原販売所

荒
れ
た
里
山
を
よ
み
が
え
ら
せ
よ
う
と
平
成
十
一
年
一

月
以
来
、
井
原
市
門
田
町
の
山
林
へ
ケ
ヤ
キ
な
ど
六
千
本

を
植
樹
、
定
期
的
に
杜
の
市
を
開
く
な
ど
地
道
な
活
動
を

展
開
し
て
き
た
欅
の
杜
塾
が
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

十
月
十
九
日
、
夏
を
思
わ
せ

る
よ
う
な
快
晴
の
朝
、
欅
の
杜

で
厳
か
な
安
全
祈
願
祭
と
十
周

年
記
念
式
典
が
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

佐
藤
清
塾
長
の
開
会
挨
拶
に

始
ま
り
十
年
間
、
里
山
整
備
に

尽
力
さ
れ
た
東
江

原
町
の
森
兼
一
樹

さ
ん
へ
、
藤
井
直

彦
会
長
か
ら
感
謝

状
と
会
長
が
筆
を

と
ら
れ
た
油
絵
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

滝
本
井
原
市
長
ら
の
祝
辞
に

続
い
て
欅
の
杜
塾
の
提
唱
者
で

あ
る
藤
井
会
長
が
、
設
立
か
ら

の
活
動
を
振
り
返
り
「
十
年
間

頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。
地
域
の

皆
さ
ん
に
も
遠
来
の
皆
さ
ん
に

も
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
先
十
年
、
五
十
年
、
百

年
と
続
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
現
在
の
一
年
は
昔

の
十
年
に
も
匹
敵
す
る
く
ら
い

の
変
わ
り
よ
う
で
す
が
、
等
身

大
の
努
力
を
し
な
が
ら
地
に
足

を
つ
け
た
『
地
球
時
間
』
で
活

動
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

十
年
前
、
当
時
藤
井
会
長
が

田
中
美
術
館
館
長
を
さ
れ
て
お

ら
れ
た
の
で
「
欅
の
杜
塾
」
の

構
想
に
つ
い
て
お
聞
き
し
よ
う

と
訪
ね
て
行
く
と
、
館
長
室
で

熱
く
語
ら
れ
た
あ
の
日
の
こ
と

が
今
で
も
鮮
明
に
思
い
出
さ
れ

ま
す
。
十
年
と
い
う
け
れ
ど
長

く
も
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た

だ
ろ
う
な
、
ご
苦
労
も
、
と
お

察
し
い
た
し
ま
す
。

「
継
続
は
力
な
り
」

進
化
し
続
け
る
里

山
運
動
。
市
内
は
も

と
よ
り
、
県
内
の
ま

ち
づ
く
り
団
体
の
模

範
と
な
る
団
体
と
し

て
確
固
た
る
地
位
を
築
か
れ
、

今
後
も
ま
す
ま
す
活
躍
さ
れ
る

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
会
場
を

後
に
し
ま
し
た
。

（
取
材
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
民

交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
井
原

理
事

上
田
勝
義
）

１０周年のお祝いに駆けつけた木之子中学校吹奏楽部の演奏

欅の杜

新居浜市

国際交流
フェスタ

各
イ
ベ
ン
ト

工

夫

満

載



賑
や
か
だ
っ
た
井
原
町
鬼

祭
り
の
歴
史
を
伝
え
よ
う
と

十
月
二
十
六
日
、
井
原
町
ま

ち
づ
く
り
の
会
主
催
に
よ
る

交
通
安
全
啓
発
パ
レ
ー
ド
が

行
わ
れ
、
約
二
百
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

午
後
一
時
四
十
分
、
素
戔

鳴
尊
命
に
扮
し
た
石
原
井
原

警
察
署
長
を
先
頭
に
向
町
公

民
館
を
出
発
。
鏡
獅
子
太
鼓

や
井
原
小
学
校
の
長
発
太
鼓

を
響
か
せ
な
が
ら
、
郷
社
足

次
山
神
社
ま
で
の
２
・
２
㎞

を
約
二
時
間
か
け
て
下
り
ま

し
た
。

五
年
ぶ
り
の
パ
レ
ー
ド
と

あ
っ
て
沿
道
に
は
多
く
の
住

民
が
列
を
な
し
、
温
か
く
一

行
を
迎
え
ま
し
た
。

矢
掛
町
の
男
性
ア
マ
チ
ュ

ア
カ
メ
ラ
マ
ン
は
「
子
供
が

泣
き
じ
ゃ
く
る
様
子
を
撮
り

ま
し
た
。
面
白
い
祭
り
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

今
年
の
夏
、
ポ
ニ
ー
屋
上

で
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
を
開
い
た

井
原
Ｂ
Ｂ
Ｑ
（
細
羽
宏
子
代

表
）
が
十
月
二
十
五
日
、
同

店
で
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

開
き
ま
し
た
。

井
原
Ｂ
Ｂ
Ｑ
は
中
学
時
代

の
友
人
ら
が
集
ま
っ
て
今
春

に
結
成
。
現
在
の
会
員
は
十

人
。
井
原
市
の
活
性
化
を
図

ろ
う
と
各
イ
ベ
ン
ト
へ
の
協

力
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
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【１階】使用無料

交流コーナー・ミーティングコーナー・

情報コーナー・インターネットコーナー

・作業コーナー・パソコンコーナー・展

示コーナー・育児ルーム

注）コピー印刷等は実費要

注）本施設は公益的事業以外の目的には

使用できません。詳しくは事務局へ

【２階】有料会議室（机15・椅子30）

9：00～17：00

１時間あたり ２００円

17：00～21：00

１時間あたり ３００円

冷暖房は１時間あたり １００円

【休館日】月曜日、祝日、年末年始

注）ただし月曜日が祝日の場合は、翌日

の火曜日が休館

協力 ／ 井原市社会福祉協議会 井原放送㈱ 中国新聞井原販売所

つ ど え ～ る ご 利 用 メ モ

【とき】１２月６日

13：30～15：00
【会場】つどえ～る

【持参品】廃食用油、コップ、百円

（ボランティア保険）

【主催】１００万人のキャンドルナ
イト2008冬至in井原駅

【共催】五味会、ＮＰＯ法人市民交

流ネットワーク井原

◇ ◇

「五味会指導による廃食用油を使っ

たキャンドル作りを企画しました。

奮ってご参加下さい。参加申込や不

明な点は市民活動センター・つどえ

～るへお気軽にどうぞ」

（電話６２－９０９０）

①日本社会福祉弘済会
「１件の助成額は30万円程度。例年

7～12月に申請を受付け、翌年３月

に交付します」
〔問合せ先〕〒130－0022

東京都墨田区江東橋４－２４－３

日本社会福祉弘済会「助成事業」係

Tel ： 03-3846-2172
②赤い羽根 ボランティア団体・Ｎ

ＰＯ活動支援事業
「福祉を目的とするNPOやボランテ

ィア団体の活動支援のため、助成要

望事業を募集します」（11/28迄）
〔問合せ先〕〒700-0807 岡山市南
方2-13-1 きらめきプラザ3階

岡山県共同募金会各市町村支会

Tel ： 086-223-0065

ミ

ニ

情

報

〔・印はＮＰＯ法人〕
備中西商工会青年部美星支部

（代表 川上 直哉）
・まちづくり岡山ネットワーク

（代表 吉澤万千子）
・井原市福祉をよくする会

（代表 落合 清三）
欅の杜塾

（代表 佐藤 清）
鳥羽踊り保存会

（代表 尾山 立志）
・プラント

（代表 吉原 正敏）
井原町まちづくりの会

（代表 三宅 秀治）
新現役の会井原支部

（代表 森 岑生）
・はっぴいひろばとまとさん家

（代表 川相 肇）
・井原はばたき会

（代表 中島 知子）
１００万人のキャンドルナイト
ｉｎ井原駅実行委員会

（事務局 上田 勝義）
井原ＢＢＱ

（代表 細羽 宏子）
五味会

（代表 宮本 幸枝）
ボランティアガイド井原

（代表 妙見迫有紀）
・市民交流ネットワーク井原

（代表 大坪 正廣）

つどえ～る登録団体

■クリスマスキャンドル
づくりのご案内

井原ＢＢＱ

高
知
県
安
芸
郡
馬
路
村
。

高
知
市
か
ら
車
で
た
っ
ぷ
り

二
時
間
か
か
る
山
の
中
に
あ

っ
て
、
人
口
千
七
十
五
人

（
九
月
三
十
日
現

在
）
の
過
疎
の
村

は
面
積
の
96
％
を

山
林
が
占
め
て
い

ま
す
。
馬
で
し
か

進
め
な
い
山
奥
な

の
で
馬
の
路
と
書

い
て
「
う
ま
じ
」

と
い
う
説
も
。

か
つ
て
盛
ん
だ

っ
た
林
業
が
影
を

潜
め
る
な
か
、
主

役
に
躍
り
出
た
の

は
特
産
の
ゆ
ず
を
使
っ
た
食

品
産
業
。
ご
っ
く
ん
馬
路
村

の
ブ
ラ
ン
ド
を
広
め
よ
う
と

平
成
三
年
、
ダ
ム
湖
畔
や
森

林
の
中
を
走
る
ユ
ニ
ー
ク
な

「
お
ら
が
村
心
臓
や
ぶ
り
フ

ル
マ
ラ
ソ
ン
」
を
開
催
し
て

全
国
の
市
民
ラ
ン
ナ
ー
の
注

目
を
集
め
ま
し

た
。村

お
こ
し
の
成

功
で
地
元
農
協
は

大
忙
し
。
産
直
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開

設
し
て
受
注
を
大

き
く
伸
ば
し
て
い

ま
す
。

有
名
な
魚
梁
瀬

や

な

せ

杉
を
使
っ
た
名
刺

も
人
気
商
品
。
杉

は
村
の
木
に
加
え
て
県
の
木

と
も
な
っ
て
お
り
、
建
築
材

や
工
芸
品
の
製
造
・
販
売
に

も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

むらおこし最前線
ごっくん馬路村

http://www.yuzu.or.jp/index.html

井原町鬼祭り
パ レ ー ド

■助成金情報


